



























































































































































































12.　評価・治療（介入/支援）の計画の立て方が理解できた． 0.84 -0.13 0.12 0.74 3.2 0.6
11.　実習を通して、評価・治療（介入/支援）についての理解が進んだ． 0.80 0.19 0.00 0.67 3.4 0.7
10.　臨床教育者と教員との方針が異なり、戸惑うことがあった． 0.18 -0.72 0.04 0.55 2.2 1.1
…7.　教員からの指導や助言は適切であった． 0.03 0.64 0.11 0.42 3.3 0.8
…9.　施設全体として、良好な実習環境であった． 0.29 0.62 -0.03 0.46 3.5 0.7
…8.　実習後の学内課題によって、評価や治療（介入/支援）への理解が進んだ． -0.02 0.11 0.73 0.54 3.1 0.8
…2.　実習前の学習面での準備は、充分であった． 0.08 -0.14 0.55 0.33 2.6 0.8






理解度 0.41 0.56 0.00
環境要因 0.31 0.40 0.00



























































































































Factors influencing satisfaction of occupational therapy students with respect to 
long-term clinical training
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